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地 区 運 営 方 針

地区は、「より良き社会人となるべきスカウトとそれを支える指導者の献身的な奉

仕により、地域と共生して存在するものである」との考えのもと、「スカウト」、「 i旨

導者」、「地域」を三位一体として捉え、運営してい<こ ととする。そのため、以下の事

項を実施する。

(1)スカウトに対して、より良きサービスを提供する。

① スカウト数の増加に向けた具体的な施策の実施

23年 4月   実績 1,166名

24年 4月   目標  1,180名

25年 4月   目標  1,200名

② 班 (組)活動のできる」団に向けた対応を推進 (団の統廃含を含む)

③ 海外派遣等のグローバルな活動への参加支援

④ 全ての団から、「菊」「富士」取得者を目指す。

(2)地域と共にスカウト活動があるとの考えのもと、地域との連携を強化する。

① 市町村単位の地域行事については、地区としての対応も検討

② ラリー等の行事において、スカウト年齢の一般参加者の参加を推進

③ 地域内各種団体との連携 (広報活動)を推進

④ 地域内青少年を対象とした行事の開催

(3)指導者の資質の向上を図る。

① 研修所、実修所への参加支援

② 実務研修を盛り込んだ定型タト訓練の実施

③ 若手指導者の育成

④ 団運営充実のための研1多の実施

⑤ 運営委員会の充実 (研修の場としての活用)



日本ボーイスカウト愛知連盟 尾張東地区

第 1期 総会次第

受付 事務局

開会式

開会の言葉                   副協議会長

国旗儀礼、国歌斉唱               コミッショナー

議長選出                       協議会長

総会成立報告      定足数確認報告       事務局

議案審議

第 1号議案 平成23年度役員承認の件     地区委員長

第2号議案 地区規貝」承認の件         地1区委員長、事務局

第3号議案 平成23年度事業計画並びに予算案 各運営委員長、事務局

承認の件             コミッショナー

協議会長挨拶                  協議会長

地区委員長挨拶                 地区委員長

閉会式                     事務局

連盟歌斉唱

国旗儀礼

閉会の言葉

コミッショナー

協議会長



役員承認の件

役務 氏名 所属

協議会長 横江昭憲 日進第2団

協議会副会長 ☆

☆

佐々由高 大山第7団

船橋鐸夫 小牧第 1団
伊吹 登 長ス手第1団

地区委員長 丼上 勲 小牧第2団

地区副委員長 ☆

☆

7」 りヽ|| 孝 瀬戸第5団

中村倫之 小牧第 1団
中村反― 北名古屋第 2団

地区コミッショナー 中谷 洋 小牧第 1団

地区副コミッショす―

B∨S 竹内麻美子 長久手第 1団
CS 水谷英一 江南第 1団
BS 伊藤宏享 瀬戸第5団

∨S 岩田秀雅 春日丼第3団
RS 河村武人 北名古屋第 1団

団担当コミッショナー  ☆

林 尊浩 瀬戸第6団

高多宣彰 日進第 1団
小林泰陸 春日丼第4団
串崎武志 春日丼第 10団
椎葉育美 ソ 江南第3団

中村里美 北名古屋第2団
組織委員長 田□澄雄 瀬戸第6団

組織副委員長
佐藤慶子 春日丼第 2団
板津 尚 マ 大山第5団

トレーニング委員長 石川保子 江南第 1団

トレーニング副委員長
林由美子 尾張旭第 1団
鈴木 党 春日丼第5団

スカウト委員長 中村隆二 春日丼第2団

スカウト副委員長
石岡健治 大□第 1団

竹原 謙介 瀬戸第 5団
行事委員長 水谷優介 春日丼第2団
行事冨1委員長 間下伸― 清須第 1団

総務委員長 引地―憲 長ス手第 1団

総務副委員長 植手 厚 北名古屋第2団
事務長 平野嘉彦 北名古屋第 1団
会計係 (副事務長) 前田英8召 春日丼第 10団

□―バース代表

小林 佑 春日丼第2団
石原丈裕 北名古屋第 1国

星野 輝 日進第 1団

監事

伊藤敏行 江南第4団
水野 勲 春日丼第 8団
力0藤 建 ‐ 瀬戸第6団

☆ 県連役員兼務



地区規則承認の件

別添資料参照

第1期 事業計画 (案 )

組織委員会

事業目標

①新地区、組織委員会の体市」整備

②組・班活動の出来る団への支援を行う

事業計画

A:組織拡充

① 組 。班活動の出来る団への再編を引き続き推進する

② 団運営の活生イじのための勉強会を開催する

B:広報活動

① 新地区のWebの立ち上げを実行し、国への立ち上げ支援をする

② 地区広報誌の発行をし、団広報誌発行の支援を行う

③ スカウト展開催の支援を行なう

スカウト委員会

事業目標

① 総てのスカウトが団の格差無く同じサービスを受ける、このために、地区内各国の

スカウト委員が国内作業を実行出来るように支援します。

② 技能章講習会などの運営委員は1日地区を越えて交流を図る、マンネリの回避と運営

技能の向上を計ります。

③ 指導者の質の向上

1)技能章講習会 ⇒コミグループと連携

講師に隊長任命などは旧地EXIを越えて隊長ラウンドテープルでの検討・協議を依

頼します。

2)進歩個人記録の作成徹底

現地区個人記録帳 (CS.BS.∨ S)の調査確認をした後調整作業を行います。

事業計画

◆ 全地区

スカウトフォーラム 2011/09/25
● 北ブロック (1日尾張北地区)

① 救急章講習会 2011/05/28
② 看護章講習会 2011/07/10
③ 炊事章講習会 2011/06/25-26
④ 野営章講習会 2011/11/05-06
⑤ 救急章講習会 2012/05/26-27
⑥ 炊事章講習会 2012/06/23-24
⑦ 着護章講習会 2012/07/08



● 中ブロック (旧尾張中地区)

① 看護章請習会 2011/04/03
② 炊事章、野営章、一泊講習会 2011/04/16-17
③ 救急章講習会 2011/12/17-18
④ 茶道章講習会 2012/01/29
⑤ 看護章講習会 2012/04/01
⑥ 炊事章、野営章、一泊講習会 2012/04/14-15

● 東ブロック (旧尾張東地区)

① 救急章講習会 2012/01/28-29
② 炊事章講習会 2012/03/24-25

トレーニング委員会

事業目標

① 指導者の資質向上を目的とし、各種研修所への参 bllと 地区内定形外訓練ヘ

の参加を促進する。

事業計画

① 愛矢0連盟 トレーニング委員会への参画

(5/117/310/121/113/14)

②  地区トレーニング委員会の開催

(4/17 6/19 8/2110/16 12/18 2/19)

③ 地区指導者訓練コースの開設

定型割‖練

ボーイスカウト講習会 :年 3回  (9/4 10/16 3/18)
定形外訓練 :年 11回 予定

野営法講習会 (基本)    (3/2425)
野営法講習会 (上級)    (11/5 6)
B∨ S隊指導者研修会    (6/5)
団委員研修会     3回  (6/26 9/18 10/23)
救急法講習会     2回  (7/10 2/5)
デンリーダー研修会  2回  (9/1111/20)
ゲーム ソング研修会    (1/22)

④ 定型訓練参加促進及びその支援



行事委員会

事業目標

① 行事委員としての職務を理解し、団運営に自発的に参画できる団委員の育成。

② スカウトが楽しめる地区行事の開催。

③ 海外派遣を身近に感じ、積極的に参加できる環境づくりを行う。

事業計画

① 県連行事委員会への出席

② 地区行事委員会の開催

③ 地区行事の運営、支援

・緑の2Σ根募金   2011.04.29
・スカウトの日   2011.09.
・ビーバーラリー  2012.03.18 or20

④  ビーバーラリー実行委員会の設立

⑤ 尾張東地区キャンポリー準備委員会、実行委員会の設立

⑥ キャンプ場マップの作成

⑦ 地区備品の管理、貸し出し

(地区備品カタElグを作成)

総務委員会

事業目標
① スカウトや指導者の健康や安全に関する対応の検討実施

② 地区や団の財政確保について安定化策の検実施

事業計画
① 愛知連盟 総務委員会への参画

② 地区総務委員会の開催

③ その他、何れの委員会にも属さない事への対応

コミッショナーグループ

事業計画

日本連盟及び県連盟の方針とその規約に従い、地区内のスカウト運動の基準を維

持し、その純正な発展に寄与する。

■地区コミッショナー

○上記の達成のため、下記の研修会、会議を開催する。

・地区コミッショナー会議      3回
。コミッショナー・運営委員長会議  3回
・隊長ラウンドテーブル       6回 (各部門)

・団審査              1回
○県連盟地区コミッショナー研究集会への参加

○隊訪間の実施

7



○各種行事の支援

■団担当コミッショナー

○団訪間の実施

○団審査への参加

○課題に対する積極的関与を地区コミッショナーと連携して実施

○団委員の役務遂行能力向上を支援事業目標

① 本運動の本質とその教育法の正しい理解のもとに、地区内指導者が資質向上を

図れるように積極的な支援をする。

② 運営委員会とコミッショナーグループとの連携を強化し、団指導者の育成を促

進する。       ´

事業目標

諸会議体等の円滑運営、団委員長会議への全国出席、地区委員会への全役員出席を目指

す。

事業計画

① 愛知連盟 事務長会議への参画

年3回  (未定)

② 尾張ブロック会議への参画

5回 (未定)

③ 地区委員会の開催

年6回
① 地区財政・財務管理、資料管理

② 会議資料作成などの事務作業

県連等による配布資料の分配、情報伝達のペーパーレス化を図る



(20¬ 1年4月 1日 ～2012年 3月 31日 )

収入の部

10年度予算 11年度予算 増  滅 備 考

11地区費 (継続登録〉 G 1,713,40( 1,710,400 (20Ю 00× 26団 )'(600 X l.989名 )

21地属費 (追加登録 ) 60,00〔 60.00C 追加 登録地区費  (100名 X600)

3県 連 回 付 金 10489う 104,897

「
薫霧蒸議修費 79,000 下記の0～③

|万孫あ弱覆轟薔墓 25,397 25、 89 募金 額 の5%

41雑 収 入 0 0 利 息

51積立金から取り崩し 0 0

61前年度 繰越金額 780,000 780000 30,剛 ×26屋]

本
ロ 計 2.658,297 2,658,297

2011年度一般会計収支予算書 (案)__

謝練研修費 (県連回付金)の内訳

① ボースカウト講習会助成金     13,000円 3回

② S対象 救急法講習会 10,000 F〕  3[ユ

③ 地区成人指導者研修助成金    10,000目 1回

2011年度ヨ積立金収支予算書 (案 )

全国大会関係積立金

(単位 :円 )

39,000

30,000

10.000

備 積立全

前年度残高 11年度 収入 11年 度 支出 次年度 繰越 備 考

0 0

前年度残高 11年度 収入 11年度 支出 次年度 繰越 備 考

0
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